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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月22日(2018.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物増殖を検出するインピーダンスベースの方法であって、
　少なくとも２つの電極が配置された容器を準備するステップと、
　微生物増殖についてモニタリングされるサンプルを前記容器に導入するステップであっ
て、前記電極は前記サンプル内に浸漬される、ステップと、
　前記サンプルの総インピーダンスを測定して、前記サンプルの総イオン組成を経時的に
求めるステップと、
　前記測定から、前記総インピーダンスの虚数のリアクタンス成分を経時的に求めるステ
ップと、
　前記虚数のリアクタンスを経時的に求めることから、微生物の増殖が起こっているか否
かを判断するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　求められた前記虚数のリアクタンスに対する周波数感度をチューニングするステップを
更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チューニングすることは、ロックイン増幅器検出器の容量性入力段と並列の１つ又
は複数の抵抗器の抵抗を調整することによるものである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記チューニングすることは、ブリッジ抵抗器－キャパシタチューニング回路によるも
のである、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記総インピーダンスは、４０ｋＨｚ～８０ｋＨｚの高周波数において測定される、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記総インピーダンスは、１ｋＨｚ～１０ｋＨｚの低周波数において測定される、請求
項１に記載の方法。
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【請求項７】
　微生物の増殖に対する感度を有するシステムであって、
　生体サンプルを収容するように適合された容器に接続された信号処理電子回路と、
　前記容器内に進入し、前記生体サンプルと接触する２つ以上の電極と、
を備え、
　前記信号処理電子回路は、前記サンプルの総インピーダンスを測定し、該総インピーダ
ンスの異相成分を検出するように構成されている、システム。
【請求項８】
　チューニング素子を更に備える、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記チューニング素子は、ロックイン増幅器の容量段と並列の１つ又は複数の可変抵抗
器である、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記チューニング素子は、ブリッジ抵抗器－キャパシタチューニング回路である、請求
項８に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記電子回路は、高周波数モードの動作と低周波数モードの動作との間で切り替え可能
であり、高周波数は、４０ｋＨｚ～８０ｋＨｚの範囲にあり、低周波数は、１ｋＨｚ～１
０ｋＨｚの範囲にある、請求項７に記載のシステム。
【請求項１２】
　チューニング素子を更に備える、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記チューニング素子は、ブリッジ抵抗器－キャパシタチューニング回路である、請求
項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ブリッジ抵抗器と直列のスイッチを更に備え、前記システムは、前記スイッチが開
いているときは低周波数モードで動作し、前記スイッチが閉じているときは高周波数モー
ドで動作する、請求項１３に記載のシステム。
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